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多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、
農

地･

水
路･

農
道
等
の
地
域
資
源
の
基

礎
的
な
保
全
活
動
を
行
う
た
め
の
交

付
金
（
農
地
維
持
支
払
）
と
、
資
源

の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
を
実

施
す
る
た
め
の
交
付
金
（
資
源
向
上

支
払
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
農
地
維
持
支
払
〉

農
地
法
面
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥

上
げ
、
農
道
の
路
面
維
持
等
の
多
面

的
機
能
を
支
え
る
活
動
に
対
し
て
、

活
動
組
織
へ
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
農
地
維
持
支
払
交
付
金
は
農
業

者
の
み
の
取
組
で
も
支
援
の
対
象
と

な
る
ほ
か
、
個
人
で
維
持
管
理
し
て

い
る
畦
畔
の
草
刈
り
も
交
付
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
資
源
向
上
支
払
〉

資
源
向
上
支
払
は
①
「
地
域
資
源

の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
」
と

②｢

施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活
動
」

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
前
者
は
水
路･

農
道
な
ど
の
軽
微
な
補
修
や
景
観
形

成
の
た
め
の
植
栽
活
動
な
ど
に
対
し

て
、
後
者
は
、
老
朽
化
が
進
む
水
路･

農
道
な
ど
の
補
修･

更
新
等
を
行
う
活

動
に
対
し
て
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

本
事
業
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
農
地･

水
保
全
管
理
支
払
」

が
拡
充
さ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
、

県
内
52
市
町
村
、
９
０
８
組
織
、
取

組
面
積
は
４
５
２
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
農
村
地
域
で
は
、
過
疎
化
、

高
齢
化
等
に
伴
い
集
落
機
能
が
低
下

し
て
き
て
お
り
、
地
域
の
共
同
活
動

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
多
面
的

機
能
の
維
持･

発
揮
に
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
共
同
活
動
の
困

難
化
に
伴
い
、
水
路
等
の
保
全
管
理

に
対
す
る
担
い
手
農
家
の
負
担
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
が
県
民

の
皆
様
に
理
解
さ
れ
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
農
村
環
境
を
守
る
意
識
が

高
ま
る
よ
う
、
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《
農
村
振
興
課
》

２０１５年（平成２７年）７月１７日 第６４号

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、
農
業･

農
村
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持･

発
揮
の
観
点
か
ら
、
地
域
内
の
農
業
者
等
が

共
同
で
取
り
組
む
地
域
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
法
律
に
基
づ
い
た
安
定
的
な
制
度
と
し
て
引

き
続
き
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は

地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

【特集】

相
双
管
内
に
あ
る
34
排
水
機
場
の

う
ち
、
33
機
場
が
東
日
本
大
震
災
の

地
震
及
び
津
波
で
建
屋
が
流
失
し
た

り
、
排
水
機
能
が
失
わ
れ
る
等
の
大

き
な
被
災
を
受
け
ま
し
た
。

排
水
機
場
の
復
旧
は
海
沿
い
の
農

地
復
旧
に
先
駆
け
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
避
難
指
示
区

域
外
の
21
機
場
及
び
避
難
指
示
区
域

内
の
１
機
場
合
わ
せ
て
22
機
場
に
つ

い
て
平
成
23
年
度
に
災
害
査
定
を
受

け
、
応
急
仮
復
旧
工
事
や
本
復
旧
工

事
を
県
外
派
遣
職
員
の
方
々
の
応
援

を
得
な
が
ら
進
め
、
平
成
26
年
度
ま

で
に
14
機
場
（
64
％
）
の
復
旧
が
完

了
し
、
一
部
農
地
で
営
農
が
再
開
し

て
い
ま
す
。

避
難
指
示
区
域
内
の
７
機
場
は
、

国
が
特
定
直
轄
災
害
復
旧
事
業
と
し

て
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
完

了
を
目
指
し
復
旧
工
事
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、
海
岸
堤
防
工
事
と
の
施

工
調
整
が
必
要
な
樋
管
工
事
を
中
心

に
８
機
場
で
工
事
を
進
め
、
昨
年
度

に
査
定
を
受
け
た
１
機
場
と
あ
わ
せ
、

９
機
場
の
早
期
復
旧
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ふ
く
し
ま
復
旧
便

―

県
内
か
ら
の
お
便
り

―

排
水
樋
門
工
事
中

奥
に
見
え
る
の
が
太
平
洋

釣
師
海
岸

工
事
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
施
工
中

完成した大戸浜排水機場（新地町）

鉄筋コンクリート造に建屋構造を変更

被災直後の大戸浜排水機場（新地町）

木造の建屋が流出

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
に

よ
り
、
福
島
県
の
農
林
水
産
業
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
か

ら
４
年
４
ヶ
月
が
経
過
し
、
本
県
に

お
け
る
復
旧
・
復
興
は
、
関
係
者
の

努
力
と
県
外
か
ら
の
多
く
の
支
援
に

よ
り
確
実
に
目
に
見
え
る
形
に
な
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
日
も
早
い

本
県
農
業
の
再
生
に
は
、
被
災
地
に

お
け
る
営
農
再
開
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
農
業
生
産
基
盤
の
早
期
復

旧
・
整
備
に
最
優
先
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
３
月
に
「
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
集
落
の
人
口

減
少
等
が
進
む
中
、
農
地
・
農
業
用

水
な
ど
の
貴
重
な
地
域
資
源
の
喪
失

や
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

こ
の
状
況
を
放
置
す
れ
ば
食
料
の
安

定
供
給
の
確
保
と
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
支
障
が
生
じ
る
と
し
て
、
新
た

に
食
料
自
給
力
指
数
を
示
す
に
あ
た
っ

て
は
「
農
業
用
水
が
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
農
業
水
利
施

設
等
の
生
産
基
盤
が
適
切
に
保
全
管

理
・
整
備
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
る
」
と
の
前
提
条

件
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
必
要
性
・

重
要
性
が
明
確
に
さ
れ
た
と
と
も
に
、

そ
れ
に
携
わ
る
我
々
の
責
任
の
重
さ

が
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
と
し
て
は
、
①
力
強
い
農
業
を

支
え
る
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
②

老
朽
化
等
に
対
応
し
た
農
業
水
利
施

設
の
持
続
的
な
保
全
管
理
、
③
農
村

地
域
の
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減

災
対
策
、
④
多
面
的
機
能
支
払
制
度

の
着
実
な
推
進
を
中
心
施
策
に
据
え
、

国
民
の
生
存
に
不
可
欠
な
“
食
”
と

“
環
境
”
を
支
え
る
基
盤
は
我
々
で

担
う
と
の
強
い
信
念
か
ら
積
極
的
に

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
島
県
の
新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
ふ
く
し
ま
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
は
じ
め
よ
う
」
で
す
。
本
県
の

復
興
は
ま
だ
道
半
ば
。
一
日
も
早
い

復
興
と
農
業
農
村
の
発
展
の
た
め
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
果
敢
に
業
務
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農地維持支払のイメージ

農道の草刈り

水路の泥上げ

資源向上支払のイメージ

植栽活動

水路の補修

○10aあたりの交付単価は下表のとおりです。

（※資源向上支払①で５年以上の継続地区等は

7.5 割単価が適用されます。）

地目

農地維持

支払

資源向上

支払①

同左

②
基本単価

(円)

基本単価

(円)

7.5割単価

(円)

基本単価

(円)

田 3,000 2,400 1,800 4,400

畑 2,000 1,440 1,080 2,000

草地 250 240 180 400

多面的機能支払の協議会が主催する

写真コンテストの最優秀賞

中浜田排水機場（新地町）

本
県
農
業
の
復
興･

再
生
に
“チ
ャ
レ
ン
ジ
”

農
林
水
産
部
次
長
（
農
村
整
備
担
当
）

須
田

博
行
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相
双
管
内
に
は
20
の
農
地
海
岸
が

あ
り
、
そ
の
内
19
海
岸
で
地
震
・
津

波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
帰

還
困
難
区
域
を
除
く
16
海
岸
で
災
害

査
定
を
受
け
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

海
岸
保
全
施
設
の
復
旧
工
事
は
、

農
村
整
備
部
農
村
整
備
第
一
課
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
同
課
に
在
籍

し
て
い
る
福
耕
支
援
隊
の
皆
さ
ん
か

ら
、
福
島
県
へ
の
思
い
な
ど
を
頂
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

６
月
に
北
海
道
か
ら
来
ま
し
た
。

宮
城
県
も
含
め
て
今
回
が
２
回
目
の

東
北
勤
務
に
な
り
ま
す
。
福
島
県
の

皆
様
に
は
、
親
切
に
接
し
て
い
た
だ

い
て
、
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
福
島
産
の
米
が
と
て
も
美
味
し

く
家
族
共
々
大
変
満
足
し
て
お
り
ま

す
。復

旧
、
復
興
に
向
け
て
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
プ
ロ
パ
ー
職
員
の

ご
指
導
の
も
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道

鈴
木
一
也
さ
ん

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
派
遣

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
宮
城
県
（
上

半
期
６
ヶ
月
）
に
続
き
２
回
目
で
今

回
は
１
年
間
の
派
遣
と
な
り
ま
す
。

前
回
の
災
害
派
遣
の
経
験
を
十
分

に
活
か
し
、
復
興
支
援
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

北
海
道

沼
田
達
朗
さ
ん

災
害
派
遣
と
し
て
、
２
年
目
と
な

り
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
へ
の
お
手
伝
い
が
出

来
れ
ば
と
の
思
い
で
１
年
延
長
し
ま

し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
福
島
県
の
情

報
を
隅
々
ま
で
吸
収
し
、
復
興
へ
の

PR
が
出
来
る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

埼
玉
県

町
田
昌
司
さ
ん

初
め
て
の
福
島
、
初
め
て
の
海
岸

復
旧
事
業
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
昼
夜
を
問
わ
な
い
情
熱
的

な
「
お
も
て
な
し
」
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
め
ざ
し
て

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

滋
賀
県

宮
森
雅
裕
さ
ん

山
口
県
は
今
年
度
か
ら
３
ヶ
月
交

代
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
福
島

の
方
々
が
温
か
く
支
え
て
下
さ
る
の

で
、
安
心
し
て
仕
事
に
励
め
ま
す
。

福
島
の
山
や
川
の
雄
大
さ
と
残
雪
に

驚
き
ま
し
た
。
休
み
の
日
は
、
ド
ラ

イ
ブ
や
山
登
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

山
口
県

中
島
秀
司
さ
ん

「
ふ
く
し
ま
の
農
育
」
推
進
事
業

（
田
ん
ぼ
・
畑
の
学
校
）

「
ふ
く
し
ま
の
農
育
」
推
進
事
業
は
、

農
村
地
域
の
自
然
環
境
を
学
び
の
場

と
し
て
活
用
し
、
年
間
の
体
験
活
動

(

田
植
え
・
苗
植
え
、
生
き
も
の
調
査
、

稲
刈
り
、
収
穫)

を
通
し
て
豊
か
な
感

性
と
深
い
見
識
を
持
っ
た
子
供
達
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
た
な
学
校
を
選
定
し
、

田
ん
ぼ
の
学
校
５
校(

飯
野
小
、
高
野

小
、
塙
小
、
新
鶴
小
、
草
野
小)

、
畑

の
学
校
１
校(

旭
田
小)

の
実
施
体
制

に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
農
空
間

復
旧
へ
の
歩
み
」

パ
ネ
ル
展
の
開
催

６
月
13
日
～
24
日
ま
で
、
い
わ
き･

ら･

ら･

ミ
ュ
ウ
に
て
、
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
本
県
の
被
害

状
況
及
び
そ
の
後
の
復
旧
状
況
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
か
ら
は
県
内
７
方
部

の
道
の
駅
等
の
公
共
施
設
に
て
、
パ

ネ
ル
展
の
巡
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
、
復
旧･

復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
様
子
を

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

２０１５年（平成２７年）７月１７日 第６４号

今
年
度
よ
り
「
農
空
間
」
の
所
管

は
農
村
計
画
課
か
ら
農
村
振
興
課
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
作
業

が
多
く
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
な
ん
と
か
今
回
の

第
64
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
至
ら
な
い
所
が
多
々
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
積
極
的
に
情
報
収
集
に

“
チ
ャ
レ
ン
ジ
”
し
、
紙
面
を
充
実

さ
せ
、
皆
様
に
情
報
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
編
集
担
当
者

Ｎ
・
Ｋ
）

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

安
積
疏
水
は
、
猪
苗
代
湖
を
水
源

に
郡
山
市
、
須
賀
川
市
、
本
宮
市
、

猪
苗
代
町
、
大
玉
村
を
管
内
と
し
て

い
ま
す
。
今
か
ら
１
３
５
年
位
前
、

明
治
政
府
の
士
族
授
産
、
開
墾
事
業

を
目
的
に
国
直
轄
第
1
号
の
農
業
水

利
事
業
と
し
て
明
治
12
年
に
着
工
さ

れ
、
3
年
後
の
明
治
15
年
に
１
３
０

㎞
に
及
ぶ
安
積
疏
水
が
完
成
し
ま
し

た
。
日
本
海
に
注
い
で
い
た
猪
苗
代

湖
の
水
が
、
奥
羽
山
脈
を
貫
き
郡
山

方
面
へ
流
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

水
道
用
水
、
発
電
用
水
な
ど
多
目
的

利
用
が
図
ら
れ
、
多
く
の
恩
恵
と
利

益
を
も
た
ら
し
中
核
都
市
郡
山
市
発

展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
偉
業
を
将
来
を
担
う

子
供
達
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

な
事
と
捉
え
、
平
成
15
年
に
安
積
疏

水
通
水
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
「
第
１
回
安
積
疏
水
を
訪
ね
る
小

学
生
の
集
い｣

を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
9
回
目
と
な
り
ま
す
。
夏
休
み

に
親
子
で
参
加
し
て
頂
き
、
最
初
の

頃
は
バ
ス
1
台
で
し
た
が
、
今
は
バ

ス
2
台
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
普
段

は
見
学
で
き
な
い
施
設
も
コ
ー
ス
に

含
ま
れ
、
親
子
で
郡
山
の
歴
史
や
水

の
大
切
さ
に
理
解
を
深
め
、
夏
休
み

の
思
い
出
に
な
る
よ
う
今
後
も
活
動

し
て
い
く
予
定
で
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

―

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

―

湖
水
の
恵
み

豊
穣
の
大
地
へ

ファン・ドールン銅像前 集合写真

十六橋水門見学上戸頭首工見学

田子沼分水工見学

福
耕
支
援
隊
情
報

海岸災害復旧事業 消波ブロック製作ヤード（繁岡地区）農村整備第一課の福耕支援隊メンバー

北海道
沼田さん

滋賀県
宮森さん

北海道
鈴木さん

山口県
中島さん

埼玉県
町田さん

田植えの様子

生き物調査の様子


